
市
は
、
３
年
に
１
度
水
質
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
ど
こ
に
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
」
「
飲
め
る
水
な
の

か
」
と
の
声
を
受
け
、
場
所
の

周
知
と
活
用
方
法
に
つ
い
て
自

治
会
な
ど
と
協
力
で
き
な
い
か

提
案
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
「
現
在
88
か
所
に
つ

い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
」
「
今
後
、
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
で
災
害
時
協
力
井

戸
の
場
所
の
確
認
を
行
う
よ
う

　

元
日
の
夕
方
、
能
登
半
島
を

震
度
７
の
地
震
が
襲
い
ま
し
た
。

い
ま
だ
に
被
害
の
全
容
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
心
か

ら
の
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

12
月
議
会
で
、
備
蓄
品
と
協

力
井
戸
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　

市
は
、
備
蓄
品
に
つ
い
て
「
自

宅
が
居
住
不
能
と
な
っ
た
方
以

外
は
在
宅
避
難
を
推
奨
し
、
そ

れ
を
前
提
と
し
た
備
蓄
品
等
を

周
知
し
て
い
る
」
と
し
、
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
の
掲
載
な
ど
防
災
情
報

の
充
実
を
図
る
」
「
防
災
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
を
検
討
」

と
の
答
弁
が
あ
り
、
改
善
の
方

向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

災
害
時
協
力
井
戸
に
つ
い
て

発行：日本共産党八千代市議団
☎047(483)1151
市役所議員控室　内線3416
https://jcp-yachiyo.jp/

市政へのご意見、ご要望を
お寄せください

八千代
市議団
ニュース
２０２４年（新春号）
12月議会の活動を中心に作成しています

　物価高騰に多くの市民が生活の不安を抱いています。

日本共産党は、少しでも市民の暮らしが向上するよう

「2024年度予算要望書」を11月14日、服部市長に提出

しました。

　各課ごとの予算要望の概要は以下のとおりです。

◆企画部：東葉高速鉄道など
　①学割定期割引率の引き上げを申し入れること。

◆総務部：習志野演習場・オスプレイ問題、防災・減災、
　マイナンバーカードなど
　①オスプレイが八千代市上空を飛行しないよう求める

　　こと。

　②騒音問題に真摯に対応をするよう求めること。

　③避難場所となる体育館にエアコンを設置すること。

◆財務部:物価高騰対策や納税猶予など
　①小・中学校の給食費を完全無償化すること。

◆健康福祉部：国民健康保険料や介護保険料の引き
　下げなど
　①加齢性難聴者への補聴器購入支援を行うこと。

　②紙の健康保険証を残すよう国に求めること。

◆子ども部：保育園や子どもの発達、子どもの居場所
　づくりなど
◆経済環境部：農業問題、エネルギー問題、高齢者へ
　のゴミ出し支援など
◆都市整備部：コミュニティバス、デマンドバスの整
　備、公園トイレの改修工事、生活道路の整備

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど
で
要
請

し
て
ま
い
り
た
い
」
と
前
向
き

な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
日
本
共
産
党
は
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

服部市長に提出服部市長に提出

　

昨
年
12
月
の
市
議
会
文
教
経

済
と
都
市
常
任
委
員
会
を
傍
聴

し
ま
し
た
。
委
員
会
で
、
こ
れ

ま
で
黙
っ
て
反
対
し
て
い
た
委

員
が
、
理
由
を
述
べ
て
反
対
し

た
こ
と
は
良
し
と
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
発
言
内
容
に

は
、
ほ
と
ほ
と
あ
き
れ
る
思
い

が
し
ま
し
た
。

　

文
教
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、

市
民
の
切
実
な
要
求
で
あ
る
「
学

校
給
食
費
の
無
料
化
」
を
求
め

る
請
願
の
審
議
を
傍
聴
し
ま
し

た
。
会
派
自
民
党
の
Ｏ
議
員
は
、

「
ま
た
反
対
す
る
と
、
ビ
ラ
に
し

て
撒
く
の
だ
ろ
う
」
と
前
置
き

し
て
、
「
国
や
県
が
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
と
、

反
対
を
表
明
し
、
無
償
化
の
流

れ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ま
し
た
。

議
員
の
役
割
は
、
国
や
県
の
代

弁
者
で
は
な
く
、
市
民
の
声
を

行
政
に
届
け
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

い
ま
、
小
・
中
学
校
の
給
食

費
を
無
償
化
す
る
動
き
が
加
速

し
て
い
ま
す
。
千
葉
県
内
で
は

市
川
市
を
は
じ
め
12
の
市
町
で

無
償
化
さ
れ
、
千
葉
市
な
ど
10

市
で
は
一
部
補
助
、
２
０
２
３

年
１
月
か
ら
は
八
千
代
市
を
含

む
30
の
自
治
体
で
第
３
子
以
降

の
給
食
費
無
償
化
が
実
現
し
て

い
ま
す
。

ト
イ
レ
不
要
論
に

す
り
替
え
る
Ｔ
議
員

　

都
市
常
任
委
員
会
で
は
、
「
八

千
代
台
北
子
供
の
森
の
ト
イ
レ

建
て
替
え
を
求
め
る
」
請
願
に

対
し
、
会
派
自
民
党
の
Ｔ
議
員

は
、
「
公
園
に
出
か
け
る
と
き
に

議
会
傍
聴
記

議
会
傍
聴
記

無
償
化
に
ブ
レ
ー
キ
か
け
る
Ｏ
議
員

無
償
化
に
ブ
レ
ー
キ
か
け
る
Ｏ
議
員

八
千
代
市
の
備
え
は
万
全
か
？

八
千
代
市
の
備
え
は
万
全
か
？

学
校
給
食
費
を
完
全
無
償
化
せ
よ

学
校
給
食
費
を
完
全
無
償
化
せ
よ

能
登
半
島
で
震
度
７
の
大
地
震

能
登
半
島
で
震
度
７
の
大
地
震

　

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
続

き
コ
ロ
ナ
禍
、
そ
し
て
物
価
高

騰
。
暮
ら
し
は
ど
ん
ど
ん
厳
し

く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
暮
ら
し
と
生

業
を
守
る
た
め
に
、
最
も
大
切

な
水
道
料
金
に
つ
い
て
、
国
か

ら
の
支
援
金
の
活
用
を
求
め
て

い
ま
し
た
。

　

市
は
、
12
月
議
会
に
「
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
約
２
億
円
を
活

用
し
た
補
正
予
算
を
提
案
し
、

水
道
料
金
の
基
本
料
金
２
か
月

分
（
２
･
３
月
分
）
を
免
除
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
八
千
代
市

で
は
生
活
困
窮
世
帯
に
た
い
す

る
水
道
料
金
減
免
等
の
制
度
が

欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

県
営
水
道
の
よ
う
に
条
例
に
記

載
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
寄
り

添
っ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
訴
え
、
条
例
の
制
定
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
費
は
年
間
で
、
小

学
校
約
５
万
円
、
中
学
校
約
６

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
食
料
品

な
ど
相
次
ぐ
物
価
高
騰
の
な
か
、

子
育
て
世
代
の
家
計
へ
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
議
会
で
の

追
及
や
署
名
の
提
出
な
ど
、
学

校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
む

け
て
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

暮らしを守る 予算要望書暮らしを守る 予算要望書

２
か
月
無
料
化
決
定

２
か
月
無
料
化
決
定

水
道
基
本
料
金

水
道
基
本
料
金

千
葉
県
内
12
市
町
で
実
現

千
葉
県
内
12
市
町
で
実
現

は
、
子
ど
も
に
用
を
足
さ
せ
て

出
か
け
る
」
と
、
あ
た
か
も
ト

イ
レ
は
不
要
と
の
す
り
替
え
の

議
論
で
反
対
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
民
の
願
い

に
背
を
向
け
、
国
や
県
の
顔
色

ば
か
り
を
う
か
が
い
、
ト
イ
レ

不
要
論
に
す
り
替
え
る
議
員
が

市
民
の
代
表
で
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。      

（
す
す
む
）

11/14 予算要望書を市長に提出11/14 予算要望書を市長に提出

    

ブラック企業雇用問題･サラ金・医療・介護・
年金・税金・教育・子育て・生活保護・地域の要
求。何でもどうぞ！

【日時】奇数月 第３木曜日
 　　 午後２時～４時
【場所】市役所４階 日本共産党控室

無料法律
相談会
専門家が相談に
応じます

※予約が必要です
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　2023年12月議会　主な議案･請願・発議案に対する議決結果

果
結
決
議 賛成数

反対数

日本共産党 市民クラブ 自由民主党 公明党 八千代市民
に寄り添う会

野
菅
山
高
田
三
松
若

川
飯
原
伊
口
堀 嵐 澤

小
村
崎
田
澤
田
成
島
花 林 東

伊
澤
大
塚
大
巳
辰
本
塚
原
萩
山
石
永
末
橋
高
川
立 森 竹

大
和
知
飛
口
山

八千代市特別職の職員の給与、旅費及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決 賛成23反対4 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長
（

ず
ら
わ
加
に
決
採
は
長
議

）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

加齢性難聴者への補聴器購入費用の助成
を求める請願 不採択 賛成8反対19 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ×

国に対し、脱化石燃料と再生可能エネルギーへ
のエネルギー転換の加速を求める意見書の提出 不採択 賛成7反対20 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × ○ × ○ ○ ×

小･中学校給食費の無料化を求める請願 不採択 賛成8反対19 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ×

八千代台北子供の森のトイレの建て替えを
求める請願 不採択 賛成6

反対2１ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ×

補聴器購入（加齢性難聴者）助成制度の
創設を求める請願 不採択 賛成8反対19 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ×

健康保険証の存続を求める意見書 否決 賛成8
反対19 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ×

イスラエル・パレスチナ紛争の即時停戦に
向けた外交努力を求める決議 否決 賛成8

反対19 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ×

（日本共産党市議団調べ）○：賛成　×：反対　敬称略

　

高
津
地
域
で
は
、
高
津
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
る

会
」
が
結
成
さ
れ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
高
津
団
地

と
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
周
辺
と
い
う

限
ら
れ
た
地
域
で
、
わ
ず
か
１

か
月
余
り
の
間
に
４
４
０
世
帯

を
超
え
る
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
市
役

所
や
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
動

に
つ
い
て
、
３
㎞
も
離
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
徒
歩
も
し
く

は
自
転
車
と
い
う
回
答
が
合
わ

せ
て
32
％
と
い
う
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
、
98
％
の
方
々
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
希

望
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら

せ
る
会
」
は
、
こ
の
よ
う
な
実

態
に
基
づ
き
要
望
書
を
作
成
し
、

12
月
11
日
、
八
千
代
市
長
に
直

接
提
出
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
高
津
地
域
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
べ
き

と
要
望
し
ま
し
た
が
、
「
既
存
公

共
交
通
と
の
関
係
で
導
入
は
難

し
い
」、
「
必
要
に
応
じ
て
高
津

連
絡
所
も
利
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
い
う
冷
た
い
答
弁
で

し
た
。

　

八
千
代
市
の
い
じ
め
の
認
知

件
数
は
、
２
０
２
２
年
度
は
小

学
校
１
３
９
０
件
、
中
学
校
１

９
０
件
の
合
計
１
５
８
０
件
で

前
年
度
比
14
件
増
。
不
登
校
は

小
学
校
１
７
０
人
、
中
学
校
２

７
０
人
の
合
計
４
４
０
人
で
前

年
度
比
50
人
増
で
す
。

　

教
育
委
員
会
は
不
登
校
の
要

因
と
し
て
「
無
気
力
･
不
安
」「
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
・
遊
び
・
非

行
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
不
登
校
の
専
門
家
に
よ
る

と
「
無
気
力
・
不
安
」
等
は
要

因
で
は
な
く
不
登
校
の
結
果
で

あ
り
、
子
ど
も
の
実
態
を
つ
か

　

い
ま
高
齢
者
の
２
人
に
１
人

は
難
聴
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
に
く
く
認
知
症
を
進
行

さ
せ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

補
聴
器
は
数
万
円
か
ら
数
十
万

円
と
高
額
な
た
め
、
聴
力
の
低

下
を
自
覚
し
て
い
て
も
使
用
し

て
い
な
い
人
が
35
％
も
い
ま
す
。

　

12
月
議
会
に
「
加
齢
性
難
聴

者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
用
の
助

成
を
求
め
る
」
請
願
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
請
願
は
こ
れ
ま
で

何
回
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

常
任
委
員
会
で
も
本
会
議
で
も

理
由
も
述
べ
ら
れ
ず
否
決
さ
れ
、

「
願
い
」
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

　

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

呼
吸
器
内
科
、
血
液
内
科
、

リ
ュ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
が

依
然
と
し
て
休
診
中
で
す
。
責

任
は
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
を

確
保
出
来
な
い
東
京
女
子
医
大

に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
「
八
千
代
医

療
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
が

解
決
に
向
け
て
積
極
的
に
動
く

べ
き
と
、
市
長
に
求
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、「
運
営
協
議
会
」

は
病
院
長
が
会
長
と
議
長
を
兼

任
し
て
お
り
、
市
民
の
声
が
反

映
さ
れ
ず
、
解
決
の
見
通
し
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

服
部
市
長
は
、
「
市
民
が
主
役

の
市
政
を
実
現
す
る
会
」
の
申

し
入
れ
の
際
に
「
八
千
代
市
地

域
医
療
協
議
会
」
の
再
開
が
必

要
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

「
地
域
医
療
協
議
会
」
を
、
八

千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
に
対
等
に

も
の
が
言
え
、

民
主
的
に
運
営

さ
れ
る
組
織
と

し
て
再
開
す
る

べ
き
で
す
。

ん
で
い
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
力
向
上
の
競
争
と
校

則
を
含
め
た
規
範
意
識
と
い
う

同
調
圧
力
が
子
ど
も
た
ち
の
主

要
な
ス
ト
レ
ス
と
な
り
「
学
校

が
怖
い
、
息
苦
し
い
」
と
感
じ

さ
せ
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い

ま
す
。

　

議
会
質
問
で
、
子
ど
も
が
い

つ
で
も
登
校
で
き
る
よ
う
教
室

以
外
の
居
場
所
を
確
保
す
る
こ

と
と
、
ス
タ
ッ
フ
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
充
実
に
よ
り
安
心
で
き

る
学
校
を
つ
く
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　

補
聴
器
購
入
費
用
助
成
制
度

は
、
浦
安
市
、
船
橋
市
、
印
西

市
、
鎌
ヶ
谷
市
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
八
千
代
市
で
は
聴
覚
障

害
認
定
者
だ
け
に
限
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
加
齢
性
難
聴
者
の

方
は
高
額
な
負
担
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
、
加
齢
性
難

聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
助
成

の
実
現
を
求
め
て
行
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
現
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
現
へ

会計年度任用職員の待遇改善を
　八千代市の公務員の実態は、正規職員1,326
人に対し非正規職員は1,047人であり、職員全体
の４４％を占めています。
　採用に関する制度を明確にするため、2020年
に地方公務員法が改正され、多くの非正規公務
員が「会計年度任用職員」となりました。期末
手当（ボーナス）が支給されるようになりました
が、さらなる待遇改善が求められています。
　市は「会計年度任用職員は臨時的・補助的業
務を担う者」と位置付けていますが、福祉・保育・
教育関係者等には正規職員とほぼ同じ働き方をし
ている人もいます。「３年ごとの公募による不安
定雇用や年休、病休や生理休暇も取りにくい」等
の声があり、弱い立場に置かれています。
　専門性・継続性・公平性の確保と市民から信
頼され働いている会計年度任用職員の「雇止め」
の不安をなくし、さらに時給1,500円以上に引き
上げることを求めていきます。

加
齢
性
難
聴
者
へ

加
齢
性
難
聴
者
へ

習
志
野
基
地
で
合
同
訓
練

震
災
救
援
を
優
先
せ
よ

習
志
野
基
地
で
合
同
訓
練

震
災
救
援
を
優
先
せ
よ

高
津
地
域
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

高
津
地
域
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

補
聴
器
購
入

　
　
費
用
の
助
成
を

補
聴
器
購
入

　
　
費
用
の
助
成
を

い
じ
め
・
不
登
校
を
な
く
せ

い
じ
め
・
不
登
校
を
な
く
せ

地
域
医
療
協
議
会
を
再
開
せ
よ

地
域
医
療
協
議
会
を
再
開
せ
よ

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
の
正
常
化

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
の
正
常
化

　１月７日、自衛隊は米英を含
む８カ国と合同訓練を実施。
　日本共産党は、他国の軍隊
との軍事訓練に反対するととも
に、能登半島地震の救援を優
先すべきと抗議しています。


